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◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

会　長　　松　下　和　雄
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　入　江　啓　太 クラブ会報・広報・記録委員長　　坂　口　嘉　久

●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

12 月 １日（水）上期事業報告
12 月 ８日（水）年次総会・上期事業報告（先週の続き）
12 月 17 日（水）合同例会（ホスト高砂 R.C.）於：ウエディングパレス鹿島殿
12 月 22 日（水）年代別協議会【増強・職業分類委員会担当】

今年も早いもので残り2か月を切りました。
11月の異名として一般的なのは「霜月（しもつき）」です。旧暦の11月は、だいた

い新暦の12月頃にあたり、霜が降りてくる時期であることからつけられた呼び名と言
われています。また、10月の「神無月」に対して11月は「神帰月（かみかえりづき）」、
「神来月（かみきづき）」、「神楽月（かぐらづき）」などとも呼ばれるそうです。
11月の祝日は3日と23日の二日あります。
11月3日の「文化の日」とは一体何の日と思われる方もいらっしゃるかもしれません。
元々は明治天皇の生誕を祝う日として、「天長節」、その後は「明治節」の名で祝日とされていました。「文化の日」

として交付・施行されたのは1948年です。1946年に日本国憲法が公布された日であり、日本国憲法が平和お
よび文化を重んじるということから「自由と平和を愛し、文化をすすめる」日として「文化の日」になりました。
また、この由来から憲法記念日なのではと言う気もしますが、この日を祝日にするにあたり「憲法記念日」と
する考えもあったようですが、1947年に日本国憲法が「施行」された日である5月3日を憲法記念日とする声
が多く、11月3日は文化の日になったそうです。
もう一つの11月23日「勤労感謝の日」。
戦前は「新嘗祭（にいなめさい）」の名で、農作物の恵みに感謝する日とされていました。戦後1948年の国

民の祝日に関する法律制定の際、農業以外に従事する人たちの勤労も含めて感謝するという考えから、「勤労感
謝の日」と制定されました。
元々の「新嘗祭」が持つ、豊穣に感謝をするという意味とはまた少し違っていますが、現在は幅広く、「働く

人」への感謝を感じる日と捉えられているようです。
また、「新嘗祭（にいなめさい）」とは、その年の収穫に感謝して新穀を神様にお供えし、来年の豊穣を願う

行事です。「しんじょうさい」と呼ぶこともあるそうです。
日本書紀にも登場するほど古くから行われてきた行事で、現在では全国各地の神社で11月23日に行われて

います。
本来は宮中の祭祀で、その内容は、天皇陛下が天照大御神をはじめ八百万の神々にその年の新米をすすめ、

めぐみに感謝し、自らも一緒にお召し上がりになるというものです。
最近は気候が様々で10月から寒い日があったり、12月でも暖かい日があったりしますが、暦の上では、11

月から「冬」に入ります。「立冬」は今年は11月7日になります。
昼夜の長さが等しくなる秋分と、一年で最も昼が短くなる冬至の中間で、この日から立春までが暦の上では

「冬」とされています。
朝晩だいぶ寒くなってきた今日この頃、お体には充分気を付けて、いろいろな秋を楽しみつつ、冬の準備も

していきたいですね。
ちなみに私は食欲の秋を楽しんでいます。

松下　和雄・櫻井　宣孝・田中　伸明
佐野　栄作・矢野　　聡・吉川　　弘
菱田さんようこそいらっしゃいませ。卓話、よろしく
御願い致します。
西田さん、いつも、カレンダーありがとうございます。

坂口　嘉久
クラブ会報・広報・記録委員会担当例会です。菱田
好美社長、本日はご無理を申し上げ、本当にありがと
うございます。
本日卓話どうぞ宜しくお願いします。

入江　啓太・都倉　隆宏・大橋　卓司
西田　光衛・三枝　丈次・大村　裕史
菱田さん卓話楽しみにしていますので、よろしくお願
いします。

志方　正昭・小西　文孝・原　　久美
大橋　卓司・村上　則宏・伊藤　勝之
西田先生いつもカレンダーありがとうございます。

小高　徳之
誕生日お祝い有難うございました。

小西　文孝
結婚記念日の御祝ありがとうございました。

井野　隆弘
早退します。




